



























































































































































































































































































































































































































































































































































神奈川大学心理・教育研究論集　第 42 号（2017 年 11 月 17 日）
参画に主体的に取り組むことのできる市民の育
成を目指すという観点が含まれており，また，
グローバル化する社会や，日本における法制度
等の改正などからも，今後シティズンシップ教
育の推進はより重要性を増すだろう。
　21世紀を生きる市民の資質・能力を，ただ
知識の獲得だけでなく，社会に参画するための
スキルや態度も育成しようとするシティズン
シップ教育の方針は，「考える道徳」「議論する
道徳」実践のためにより効果的な指導方法 8を
検討していく上でも有益な示唆を与えるもので
ある。
【註】
1 代表的な取り組みとして，東京都品川区の小
中一貫校における「市民科」（道徳の時間と
総合的な学習の時間，特別活動の時間を統合
した新教科）や大阪教育大学附属池田中学校
における「市民科」（道徳の時間と総合的な
学習の時間を統合した新教科），お茶の水女
子大学附属小学校における「市民科」（社会
科を再編したもの）が挙げられる。これらの
実践については藤原（2008）が比較・分析し
ている。
2 経済産業省（委託先：株式会社三菱総合研究
所）「シティズンシップ教育と経済社会での
人々の活躍についての研究会報告書」（2006
年3月）
3 「社会・地理歴史・公民ワーキンググループ
における審議の取りまとめについて（報告）」
（2016年8月26日）
4 日本学術会議心理学・教育学委員会「市民性
の涵養という観点から高校の社会科教育の在
り方を考える分科会」は「18歳を市民に―
市民性の涵養をめざす高等学校公民科の改革
―」（2016年5月16日）という提言を発表し，
18歳選挙権の成立により有権者となった18
歳の高校生を市民として社会に送り出すため
に，シティズンシップ教育による政治リテラ
シー育成の必要性を主張している。
5 ただし，この提案において科目名は「総合社
会科」であり，社会科を基本に構想されてい
るものの，学習内容は社会科，道徳・総合，
道徳・総合・特別活動にあたり，「シティズ
ンシップ教育の3層構造」という枠組みで捉
えられており，品川区や大阪教育大学附属池
田中学校等での試みと同様に，シティズン
シップ教育の中に道徳教育が位置づけられて
いる。
6 道徳教育の充実に関する懇談会「今後の道徳
教育の改善・充実方策について（報告）〜新
しい時代を，人としてより良く生きる力を育
てるために〜」（2013年12月26日）
7 小学校段階では「規則の尊重」とされている。
8 道徳教育に係る評価などの在り方に関する専
門家会議「『特別の教科　道徳』の指導方法・
評価等について（報告）」（2016年7月22日）
では，質の高い指導方法の一例として，従来
の読み物教材を用いた指導に加え，問題解決
的な学習や道徳行為に関する体験的な学習の
導入を提案している。
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